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（東証一部、証券コード：1983） 

 

Ｓｕｉｃａと社員証を１枚のカードに 

～社員証 IC カードに Suica 機能を搭載～ 

 

 東芝プラントシステム株式会社は、Suica※の機能を搭載した社員証ＩＣカードの販売を開始

するにあたり、第 1弾として自社で「Suica 付社員証」を導入します。 

これにより当社社員は、手持ちの社員証一枚で Suica の乗車券機能（定期券機能を含む）や

電子マネー機能を使うことができるようになります。 

今後は、Suica 利用可能エリアの企業等に対して、この「Suica 付社員証」と付帯システムの

導入を積極的に提案していきます。 

 

 当社は従前より、明治大学や山野美容専門学校に向け、「Suica 付学生証」及び「Suica 付学生証」を使

用した付帯システムを納入しておりますが、この度、企業向けとして、社員証と Suica の機能を一体化さ

せた「Suica 付社員証」の販売を本格的に開始します。 

これに先立ち、先ずは自社の社員証に「Suica 付社員証」を採用することを決めました。 

  

本カードは、「社員証」としての機能と「Suica」の機能の両方を兼ね備えています。 

「社員証」としては、これまでどおり表面で身分証としての役割を果たすだけでなく、ＩＣチップのメ

モリを分割した社員証ＩＣカードの個人認証機能を利用し「入退出管理」や「出退勤管理」、「プリント管

理」等を行うことが可能です。 

また「Suica」としては、定期券の機能（定期券の情報は裏面に印字）や入金（チャージ）により、タッ

チ＆ゴーで改札を通ることはもちろん、電子マネーとして駅ナカ・街ナカの加盟店での買い物にも利用で

きます。 

 

 当社では、今年 5月末に Suica 付社員

証を全社員（約 3,500 名）に配布し、社

員証ＩＣカード機能を利用して執務室

への入退室管理を行う予定です。なお、

既に Suica 定期券を利用している社員

については、Suica の機能を Suica 付社

員証と一体化することで、社員証と

Suica 定期券を１枚のカードに集約で

きます。 

 

 

当社は、Suica が利用可能な関東エリアの企業等に向け、Suica 付社員証と付帯システム（ビルの入退出

管理、出退勤管理、プリント管理等）の導入を積極的に提案し、3年後には、売上高 15 億円を目指します。 

 

※「Suica」は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※Suica 利用承認 第 16 号 

                                      以 上 

＜本件に関する問合せ先＞ 

 東芝プラントシステム株式会社 業務部 広報担当  三吉／山崎 

 TEL：045-500-7012   


